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研究成果の概要（和文）：イメージ・データベースを体系的・網羅的に利用することにより、

浮世絵の生産・消費に関わった社会集団とその文化の研究に、即ち、視覚文化研究に対するデ

ジタル・ヒューマニティーズ的アプローチの有効性を検証した。具体的には、近世日本社会で

広く共有された視覚文化としての浮世絵から、「他者」がどのように表象・視覚化されたかを検

証し、江戸時代の「他者」の視覚的構築のメカニズム・カテゴリー化（構築・維持・変遷）に

ついての考察を更に深めた。 

 

研究成果の概要（英文）：This research uses image databases of ukiyo-e (Japanese woodblock 

prints) systematically as well as exhaustively. By doing so, it intends to explore how 

useful digital humanities could be for visual studies, i.e., the studies of social groups 

that produced and consumed the prints, and their culture. In this case study, this research 

focuses on ukiyo-e as visual culture shared by the townspeople in the early modern period. 

Examining how this specific media represented and visualized the Other, the research 

reveals categorization of the Other--its construction, maintenance, and transformation.  
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１．研究開始当初の背景 (1) 欧米諸国では人文系研究にデジタル
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技術を応用する「デジタル・ヒューマニティ

ーズ」と呼ばれる学問分野が進行している。 

(2) 立命館大学『ARC 浮世絵データベース

構築システム』により、研究者限定ではある

が、世界有数の美術館所蔵の浮世絵およそ 25

万点の検索が可能となった。このデータベー

ス化による情報の蓄積・共有化から、世界中

に散逸した浮世絵の、複製芸術としての基礎

情報の構築（例えば、同板・異版、続き物・

組み物の補完）等に、目覚ましい成果があが

ってきた。 

 

２．研究の目的 

(1) 前述のイメージ・データベースやデ

ジタル・アーカイブの活用により可能となる

膨大な情報の蓄積によって得られる知見は、

視覚文化研究（ある視覚文化の総体を、それ

を創造・維持、また変容させる社会集団の特

性と関連づけ考察し、特にそのイデオロギー

的側面に関心を持つ）にこそ有効なものであ

ると考えた。本研究は、デジタル・ヒューマ

ニティーズ的アプローチにより、新たな視覚

文化研究の方向性を探る試みである。 

(2) 本研究は、近世日本社会で特定の社

会集団に共有された視覚文化としての浮世

絵から、「他者」がどのように表象・視覚化

されたかを検証し、自者・他者のカテゴリー

化の在り方（構築・維持・変遷）を論じるこ

とを目的とした。 

 

３．研究の方法 

「他者」の視覚的な語彙の全体像を把握す

るため、膨大なデータを取り扱うことのでき

るイメージ・データベースを効率的な活用す

る。グローバル COE プログラム日本文化デジ

タル・ヒューマニティーズ拠点の置かれてい

る立命館大学アート・リサーチセンターが世

界的にイニシアティブをとり推進してきた、

世界中の浮世絵のデータベース化により、国

内外の有数な所蔵品がオンラインでかなり

容易に閲覧・検索可能となってきた。このデ

ータベースを通して得られる膨大な情報を

整理・蓄積・研究していく。それと同時に、

「他者」の視覚化・カテゴリー化の論理的モ

デルを深化させる。 

 

具体的には、オンライン検索で、「他者」

の代表例、数例について情報を整理・蓄積・

研究していき、その際、前述のアート・リサ

ーチセンターで開発されたデータベースの

様々な機能（ユーザーメモ、付箋型機能、キ

ーワード機能、ArtWiki）を試験的に利用し、

二方向型インターフェイスについてフィー

ドバックを行う。 

その結果と、これまでの研究結果との比較

により、視覚文化研究に対するデジタル・ヒ

ューマニティーズ的アプローチの方法の有

効性を検証していく。 

 

４．研究成果 

(1)  江戸幕府の意図したものとは異なり、

庶民が構築した世界観では、（中国と、でき

れば日本を含めた）華と、（その他の外国で

ある）夷といった区分よりも、自者としての

日本と、他者としての外国全てといった二項

の対立が強調される場合が多々ある。換言す

れば、（中国を含めた）様々な外国の特色・

情報・表象の、その他者性が強調される反面、

そういったものの外国間の識別・認識がイマ

イチ曖昧・混乱していても、そのままにされ

る、またはそこまで識別する必要性が認識さ

れない。または曖昧・混乱といった傾向が助

長され、時に様々な外国の特徴・表象が積極

的にクロスオーバーされる傾向が見られる。

そういった混乱・クロスオーバーによって、

ある種同質化された外国人全体が、「唐人」



といった総称・カテゴリーで括られている、

認識されているものであったことが判明し

た。 

 

(2) 2010 年度は、「他者性」のシンボルとし

ての外国人の視覚的特徴に加えて、彼らによ

り輸入された物質文化の日本文化における

流通・提示・表象の仕方について調査・研究

した。それにより、様々な国からの輸入品が、

長崎商人が独占する流通経路を経ることに

よりミックスされ、それによって物質的だけ

でなく視覚的な合成と錯覚が引き起こされ

ることを証明した。言い換えれば、来日する

中国人、オランダ人、その他の外国人の視覚

的特徴がミックスされただけでなく、彼らの

船・輸入品の特徴も合成・混合された。 

このように日本で二次的に創出さ

れた「他者性」のシンボルは、浮世絵だけで

なく当時の見世物にも確認でき、江戸時代後

期を通じて町人文化のディスコースにおい

て広く流通したことが判明した。結果として、

江戸時代の「他者」の視覚的構築のメカニズ

ム・カテゴリー化についての考察を更に深め

ることができた。 

 

(3) 研究代表者（鈴木桂子）は、アート・

リサーチセンター(ARC)ジョン・カーペンタ

ー研究室主宰の「近世視覚文化を読み解く」

研究会に 2009 年度よりメンバーとして参加

している。この研究会は、2008 年 12 月より、

ARC、ロンドン大学 SOAS、カナダのブリティ

ッシュ・コロンビア大学の研究者を中心メン

バーとし、国際的なネットワーク型研究を実

践し、多くの成果を生み出してきた。 

2010 年 12 月 17・18 日、この研究会

の主催で、国際シンポジウム「Digital 

Iconography －イメージデータベースと図

像研究－」を立命館大学で開催した。このシ

ンポジウムは、イメージ・データベースに基

づく文化資源の共有化によって、視覚文化研

究がどのように深化し、新知見を生み出すの

かを論議することを主旨とした。国内外の研

究者を招へいし、文学、演劇学、中国文化、

文化人類学などの専門的分野からの事例研

究発表と、視覚文化研究の現状と題したパネ

ルディスカッションを行い、新しい研究手法

として「Digital Iconography」を提唱する

結果となった。研究代表者は、文化人類学者

の立場から発表を行った。 

 

(4) 前述のシンポジウムの成果として注目

できるのは、各発表者の題材は、文学、絵画、

演劇、文化人類学、中国絵画など全く異なる

ものであるが、近世視覚文化という枠組みに

おける有機的な関係を示すことに成功し、全

体として、まとまりのある内容を近世視覚文

化として提示できたことにある。一方で、デ

ジタル・イコノグラフィーというタイトルが

示すように、本シンポジウムはデジタル・ア

ーカイブ活動と連動させた図像研究という

ところに着眼点をおいたものであるが、人文

科学分野にデジタル・ヒューマニティーズを

導入することの具体的な成果を明確に打ち

出すという意味ではまだまだ課題があるこ

とも判明した。 

換言すれば、データベースを使って資

料の閲覧検索がしやすくなる等、デジタル技

術の便宜性についてはすでに確認されては

いる。がしかし、デジタル技術をあてはめる

ことによって研究者側の対象に対する意識

の変化を生み出すといったところまで、即ち、

人文科学領域におけるデジタル技術の評価

を完全に読み換えるまでには、デジタル・ヒ

ューマニティーズはいまだ至っていない。こ

の点に関しては、今後の更なる研究・研究交

流が必要である。 
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